いの またため じ しんせき きょうじん 

福 岡 日日 新聞の 主筆 猪 股 為治 君 は予が 親戚の 郷人 

である。 予が 九州に 来てから、 主筆 は わざわざ 我旅寓 

を訪 われた ので、 予は 共に 世事 を談 じ、 また 間 M 文学 

ョォ ロッパ 

の 事に 及んだ こと もあった。 主筆 は 多く 欧羅巴の 文章 

を 読んで 居て、 地方の 新聞記者 中には 実に 珍しい とい 

わねば ならぬ 人で ある。 昨年 彼 新聞が 六 千 号を刊 する 

こうぎ じょう 

に 至った とき、 主筆が 我 文 を 請われて、 予は 交誼 上 こ 

れに 応ぜねば ならぬ ことにな つたので、 乃ち 我 をし 

て 九州の 富 人たら しめば という 一 篇を 草して 贈った。 

その 時 新聞社の 一 記者 は 我 文に 書 後の ような もの を 添 

えて 読者に 紹介 せられた。 その 語 中に この 森と いう も 



いわゆる 

であろう。 かように 一 面に は 当時の 所謂 文壇が、 予に 

実に 副わざる 名声 を 与えて、 見当 違の 幸福 を 強いた と 

あれ 

同時に、 一 面に は予が 医学 を 以て 相 交わる 人 は、 他 は 

とち 

小説家 だから 与に 医学 を談 ずる に は 足らない と 云い、 

予が 官職 を 以て 相対す る 人 は、 他 は 小説家 だから 重 事 

たく あんあんり 

を 托する に は 足らない と 云って、 暗々 裡に我 進歩 を 

さまた くじ いくばく 

礙げ、 我 成功 を 挫いた こと は 幾何と いう こと を 知ら 

ない。 予は 実に 副わざる 名声 を 博して 幸福と する もの 

ではない。 予は 一 片 誠実の 心 を 以て 学問に 従事し、 官 

:K ラ しょ ラ 

事に 鞅掌 して 居ながら、 その 好意と 悪意と を 問わず、 

しんめんもく 

人の 我 真面目 を 認めて くれないの を 見る ごとに、 独り 



自ら 悲しむ こと を 禁ずる こと を 得な か つたので ある。 

それ故に 予は 次第に 名 を 避く ると いう こと を勉 める よ 

うにな つた。 予が 久しく 鷗 外漁史 という 文字 を署 した 

ことがなくて、 福 岡 日日 新聞社 員に これ を拈 出せら 

れて 一驚 を 喫した の もこれ がた めで ある。 然るに 昨年 

の暮 に迨ん で、 一社 員 はまた 予を おとずれて、 この 新 

年の 新刊の ために 何 か 書け と^うた。 その 時の 話に、 

敢て 注文す るで はない が、 今の 文壇の 評 を 書いて くれ 

たなら、 最も 嬉し かろうと 云う ことであった。 何 か 書 

けが 既に 重荷で あるに、 文壇の 事 を 書け はいよ いよむ 

ちと 

ず かしい。 新聞に 従事して 居る 程の 人 は 固より 知って 



れを 語る につけても、 主筆 猪 股 君が この 原稿に 接して、 

早く 既に 同じ 周章 をせ ねば 好 いがと 懸念す る。 予の公 

衆に 語る 習 はこれ にも 屈せず、 予は 終に 人の 己 を 席に 

延くを 待たぬ ようになった。 自ら 席 を 設けて 公衆に 語 

しがら みそうし 

るよう になった。 柵 草紙と 云った のが その 席 だ。 こ 

きよほうへん 

の 柵 草紙の 盛時が、 即ち 鷗外 という 名の、 毀誉褒貶の 

つむじかぜ ほんろう かな いつわ リ 

旋風に 翻弄 せられて、 予に 実に 副わざる 偽 の 幸福 

を 贈り、 予に 学界 官途の 不信任 を 与えた 時で ある。 そ 

の 頃 露 伴が 予に静 うに は、 君 は 好んで 人と 議論 を 闘わ 

およ 

して、 ほとんど 百戦百勝 という 有様で あるが、 善く 泅 

お V* の お わ +; 

ぐ もの は 水に 溺れ、 善く 騎る もの は 馬より 墜 つる 訣で、 



我等に 与えた 程の もの をば 与うる こと を 得ぬ であろう 

と 云った くらいな もの だ。 ついで だから 話す が、 今の 

うちじに 

文壇と いう もの は、 鷗外陣 亡の 後に 立った もので あつ 

なお まじ 

て、 前から 名の 聞こえて 居た 人の、 猶 その 間に 雑って 

活動して いるの は、 ほとんど 彼 ほととぎすの 子規の み 

であろう。 ある 人が かって 俳諧 は 普遍の 徳が あると か 

云った が、 子規の 一派の 永く 活動して いるの は、 この 

もとづ 

普遍の 徳に でも 基いて 居る ものであろう。 予が 主筆 

のために 説かん と 約した 鷗外漁 史の事 は此に 終る。 し 

かし 予は 主筆に、 予 をして 猶暫 く 語らし めん 事 を 願う。 

t 力 

想う にこの 文 を 読む もの は予に 対って、 汝は汝 の 分身 



たる 鷗 外の 死んだ の を 見て、 奈何の 観 を 作す かと 問う 

であろう。 予は ただ 笑止に 思う に 過ぎぬ。 予は ただこ 

、つし ゆ 少 

こに ー炷の 香を拈 つて これ を 弔す るに 過ぎぬ。 予 にし 

て もし 彼の 偽の 幸福の ために、 別 方面の 種々 の 事業の 

そがい とも 

阻礙を さえ 忘る る ものであった なら、 予は我 分身と 与 

に 情死した であろう。 そうして 今の 読者に 語る もの は 

幽霊であろう。 幽霊 は 怨めしい と 云って 出る ものに は 

極まって 居る。 もし 東京に 残って 居る 鷗 外の 昔の 敵が 

この 文 を 読んだなら、 彼等 は あるいは 予を 以て 幽霊と 

なし、 我 言 を 以て 怨 しいと いう 声と なす かも 知れない _ 

しかし それ は 推測 を 誤って 居る。 敵が 鷗 外と 云う 名 を 



ここ まさ 

とが 無い。 予は是 において 将に 自ら 予が我 分身の 鷗外 

と共に 死んで、 新しい 時代の 新しい 文学 を 味わう こと 

を 得ない ようになつ たかを 疑わん とする に 至った。 然 

るに ここに 幸なる は、 一事の 我 趣味の 猶 依然た る こと 

を 証す るに 足る ものが ある。 それ は 何で あるか。 予は 

我 読書 癖の 旧に 依る がた めに、 欧羅巴の 新しい 作と 評 

と を 読んで 居る。 予は 近く は 独逸の ゲル ハルト. ハウ 

ブト マンの 沈 鐘 を 読んだ。 そして 予 はこの 好 処の我 を 

動かす ことが、 昔 前人の 好 著 を 読んだ 時と 違わぬ こと 

を 知った。 鷗外は 殺されても、 予は 決して 死んで は 居 

ない。 予は敢 て 言う。 希臘 語に 「ェ ビゴ ノィ」 という 



底本" 「歴史 其 儘と 歴史 離れ 森鷗外 全集 M」 ちく ま 文 

庫、 筑摩 書房 

1996 (平成 8) 年 8 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「筑摩 全集 類聚 版 森鷗外 全集」 筑摩 書房 

1971 (昭和^) 年 4 月〜 9 月 

入力： 大田ー 

校正 .. norik:o saito 

2 oo 5 年 8 月 2 曰 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 



